
 

種名 

キ ト ン ボ 

Sympetrum croceolum 

 
分類 昆虫綱トンボ目 トンボ科 

俗称 黄色い体色に由来し、「黄イトトンボ」の意味である。 

形態的な 

特徴 

体長約 42mm。後翅長約 30mm。体全体が橙黄色で黒斑を欠く。老熟してもほとんど赤

化しない。 

♂♀ともに翅の先端は前縁部を除き透明、他は広く橙黄色を帯びる、 

分布 北海道から九州まで分布する。ただし、北海道ではまれである。 

生態的な特徴 
成虫は６月下旬から１２月上旬に見られる。飛翔は敏捷で、いずれの地でも個体数は多

くない。 

生息場所 丘陵地や山地の樹林のある池沼で発生する。 

食性  

生息環境への

配慮事項 

 

引用文献：改訂新版 世界文化生物大図鑑 昆虫Ⅰを改変 


